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  ３年生のみなさん、ご卒業おめでとうございます！㊗✨ 

本号では、卒業記念ということで、校長先生・﨑山先生よりメッセージをいただ

きました🌸 
 

≪ 校長先生より ≫ 

 

好きなことがあること 

 

 私は、生物学者の福岡伸一さんが書かれた『ルリボシカミキリの青』というエッ

セイが好きです。本文はもちろんですが、たった 4 ページ足らずの「プロローグ」

が特にお気に入りです。その一部分を紹介します。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 大切なのは、何かひとつ好きなことがあること、そしてその好きなことがずっと

好きであり続けられることの旅程
りょてい

が、驚
おどろ

くほど豊
ゆた

かで、君を一瞬
いっしゅん

たりともあきさ

せることがないということ。そしてそれは静かに君を励
はげ

ましつづける。最後の最後

まで励ましつづける。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

  

このプロローグの部分は、高校の国語の教科書にも載
の

っているものがあるので、

進学先で学ぶ人もいると思います。 

 

 大切なのは、何かひとつ好きなことがあること。やがて、それが将来
しょうらい

の夢につな

がったり、人生を前向きに生きていく上での支えになったりするかもしれません。 

一冊の本や、読書することも含
ふく

めて、そんな何かにみんなが少しでも早く出会える

ことを願っています。  

図 書 館 だ よ り 

  第 10号 令和 6年 3 月 9日      発行：図書館 板橋
い た は し

 

 

吉賀中学校 

 

404 

ふ 

※本の背表紙にある

請求記号です。 



≪ 﨑山先生より ≫ 

 

本 は 友 達 

 

 ３年生のみなさんご卒業おめでとうございます。中学３年間で何冊の本を読んだ

でしょうか。その中に特別な出会いがあったでしょうか。将来もう一度その本を読

んだとき、みなさんはどんなことを思い出すのでしょうか。それがこの吉賀中学校

で過ごした美しい光景
こうけい

であれば素敵
す て き

ですね。 

何度か話したことはあると思いますが、本はみなさんの生涯
しょうがい

の友達です。本は

いつもあなたの都合に合わせてくれ、いつもあなたに寄
よ

り添
そ

ってくれ、笑わせてく

れたり、じーんとさせてくれたり、時には勇気を与
あた

えてくれたりするでしょう。 

きっとこれからもっともっと特別な本に出会うことでしょう。たとえそうでなく

ても、しんどい時はちょっと立ち止まって、本を手にすることができるような心に

余裕
よ ゆ う

のある人生を送ってほしいと心から願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 

“卒業”の“卒”には、「終わる、終える」の意味があります。“業”とあわせて、

「学業を終える」という意味です。 

   卒業式といえば、学ランの第 2 ボタンをもらう風習
ふうしゅう

がありますね。第２ボタン 

には、「一番大切な人」という意味があり、心臓
しんぞう

に近い場所にあるため、「ハートを 

あげる」という意味もあるそうですよ。 

  

👉裏面もあります 

ちょっと ひといき 



≪ 先生たちが影響
えいきょう

を受けた本 ≫ 

 3年部の先生方に、“影響を受けた本”について聞いてみました。 

 気になる本は、ぜひ高校などの図書館で借りて読んでみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

スペースが空
あ

きましたので… 

 「掬
すく

えば手には」 

 （瀬尾まいこ／著 講談社） 

 →平凡
へいぼん

であることが悩みの主人公が、ある時、人の心を読める 

ことに気付きます。人に寄り添い、とても優しい気持ちに 

なれる物語です。（by 板橋）  

●吉村先生 

「地図と拳
こぶし

」 

（小川哲／著 集英社） 

→長編
ちょうへん

です。内容も難しかったです。登場人物も様々で、 

名前を覚えきれませんでした。でも最後までスラスラ読む 

ことができました。日露
に ち ろ

戦争～太平洋戦争を描いた作品です。 

●波田先生 

「私が一番受けたいココロの授業」 

（比田井和孝、比田井美恵／著 ごま書房新社） 

→自分も周りも幸せにするために、行動の「やり方」では 

なく、「あり方」が大切だということを、この本から教わり 

ました。 

●春馬先生 

「そのままでいい」 

（田口久人／著 ディスカヴァー・トゥエンティワン） 

→表紙がかわいくて、気になっていた本です。Instagram で 

「いいね！」を集めた言葉集。読んでみると、心に響
ひび

く言葉を 

見つけられるはず！ 

379 

ひ 

913 

お 

159 

た 

913 

せ 



≪ 卒業生いろいろランキング ≫ 

   一番本を読んだ人   河野 明良さん 

   ページ数 NO.1    宮本 紗和さん 

一番多く読まれた本  「あの花が咲く丘で、君とまた出会えたら。」 

 （汐見夏衛／著 スターツ出版） 

「54字の物語」 （氏田 雄介／編著 PHP研究所） 

 

≪ 思い出の写真 ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    
    

               

 

 

 

 

 

 

 

別れの後に出会いがあった。 

   そしてまた出会いの後に別れもあった。 

   出会いが人と人を変えて、また別れが本当に大切なものは何かという 

   ことを教えてくれたのだった。 

      

              「旅立ちの日に」 清水春木／著 中央公論新社 

 

当番多くない？ たくさんの本を選びました📖 

最後までおすすめ本、ありがとう✨ 


